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YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

ランチメニューも豊富で、パスタ・ピッツア・リ
ゾット・ステーキ等、充実のラインナップ。ランチ
からディナーまで、カジュアルにもフォーマルに
も対応してくれる。また結婚式２次会や同窓会な
どのパーティは最大80名様まで対応可能。

甲府駅北口YBS前にある大きな一軒
家は平成31年にリニューアルオープンした。大人の時間を演出するインテリア
の中で、厳選されたイタリアワインや本場の味にこだわった料理を提供してくれ
る。
店名のBarolo(バローロ)はイタリアのピエモンテ州産の辛口赤ワインの名が由
来。ピエモンテ州はイタリアの北西に位置する州で、イタリア屈指の高級ワイン
産地。バローロは「イタリアワインの王様」と言われている。
1階にホール席と個室、2階にホール席と広い店内はパーティーにも最適な空
間。また地下のワインセラーには、数々のイタリアワインや山梨県産ワインなど
が取り揃えられている。

駅北口から徒歩3分。本場イタリア料
理をゆったりと心ゆくまで楽しめる
リストランテ

北口2丁目3-5

Ristorante・Barolo
(バローロ)

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

ランチも人気で昼でも甲州名物を食べられるのも
嬉しいところ。
甲府駅前店は甲府駅から徒歩5分なので甲府に来
た友人と行くのもいいかもしれない。

長野県安曇野産最高級そば粉を使用
し、代々受け継がれた味を大切にしながら、素材・季節感にこだわったオリジナ
ルの創作料理を提供する。とりモツ煮をはじめとした甲州名物を味わうことが
できる上、天ぷら、焼き物、季節の料理などの食事や、焼酎や日本酒などお酒
も豊富にラインナップされている。もちろん、甲州人がお店で食べたいお刺身な
ども味わえる。
店内は落ち着いた雰囲気で、様々な用途で使える席が多数あり2名〜55名を
収容できる個室や宴会場を備え、幅広いニーズに対応している。
柔軟に対応してもらえる宴会コースも充実している。

明治43年(西暦1910年)創業、4代続
く老舗そば店。甲府駅前店、甲府小
瀬店、甲府昭和店の3店舗を構える

甲府駅前店 丸の内2丁目15-7
甲府小瀬店 上町380-4 他

そば旬菜 奥京

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

常連さんに大人気のカツカレーはボ
リュームたっぷりで満足度満点。たっ
ぷり食べたい学生さんや、ガッツリ派
には、ぜひ味わってほしい一品。お
昼時はもちろん夕方も「何を食べよう
か」と迷ったときはぜひ暖簾をくぐっ
て数あるメニューを眺めてみたい。

創業は昭和38年と古く、もうすぐ60年
を迎える老舗大衆食堂。今ではあまり見かける事の無くなった懐かしさとレト
ロ感がうれしい昔ながらの定食屋さん。そのメニューは優に100種類を超え、
定食のみならず一品料理も和・洋・中と幅広く提供されている。ニラレバ、肉野
菜炒め、唐揚げなどの人気メニューの中でイチオシは「紙かつ」。よく煮込まれ
たもつ煮は夏にスタミナを求めて食べる人が後を絶たない。
1階のテーブル席と小上がりの座敷、2階にお座敷があり、宴会や無尽で盛り
上がる店内はいつも活気に溢れている。甲府を代表するめし処。

甲府を代表する「ザ・大衆食堂」は
圧倒的なメニューの豊富さで皆の胃
袋を満たしてくれる

中央店 城東2丁目10-17

若奴食堂

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

この重厚な階段を上るだけで非日常
に入っていけそう。店名U-MEの由来
は当初ワインをメインに提供しており
「ワイングラスに夢を入れる」という
思いが込められている。

甲府駅北口から線路沿いを東へ進む
と見えてくる、甲州夢小路の「時の鐘」。その隣の明治館2階にあるAuthentic 
Bar U-ME(ユーメ)。日中は気づかない人も多いかもしれないが、夜、灯る看板
に気になっている人もいるだろう。店内は、薄明かりの大人の空間となってお
り、バックバーには山梨一ではないかと言われるほどの豊富なウイスキーの品
揃えが並ぶ。お酒とマリアージュが楽しめる特別なチョコレートも楽しめる。店
の創業は2016年だが、オーナーであるマスターは、以前に中央で「喫茶パロッ
ト」という店を営んでいた。50年ほど前には食べ物とコーヒーを提供するスナッ
ク(今でいうスナックとは別)として、山梨で初めてホットドックを出したという経
歴の持ち主。

山梨には数少ないオーセンティック
スタイルのバー。東京をはじめとす
る都会から訪れる常連客も多い

丸の内1丁目1-25
甲州夢小路内 明治館2F

Authentic Bar U-ME
(ユーメ)
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E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

甲府にいながら本格的な味わいのガレットが味わ
えるしあわせを噛みしめて、店名の通りほっと一息
つける店内で過ごしてみてはどうだろう。

ガレットはフランスの郷土料理で、形は
クレープに似ているがソバ粉を使った
生地にチーズや卵、野菜を乗せ食事と
していただくことが多い料理。ガレット
を食べたことがある人も、ない人も、ここのガレットはぜひ味わっていただきた
い逸品。都内でパティシエやガレット専門店のシェフとして修行した経験も持つ
オーナーシェフが丁寧に焼くガレットは香ばしくて深い味わい。
フランス流にいくならばシードル(りんごの発泡酒)と合わせてどうぞ。他にクレー
プなどもあるので、その時々の気分に合わせて色々食べてみたいお店。

平成27年にオープンした、オリオ
ンイースト通りにあるガレット専門
店。店名には、目には見えないけれ
ど大切な、すてきな時間をここで過
ごしてほしい」という思いが込めら
れている

丸の内1-14-14 オリオン共同ビル106

ガレットCafe
すきまのじかん L'heure vide

(ルールヴィッド)

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

入口の看板を見て、店名と外観のイメージからスナッ
クなのだろうかと想像してしまう人もいるかもしれな
い。が、明るく広い店内はテーブル席とカウンターで
ゆったりとくつろげる。「ザ・家庭の味」を求める人に
は特にお勧めしたい。

平成3年にオープンしたプラハ。店名の
由来は甲府にプラハの合唱団が来るということで名づけられた。
財布に優しいリーズナブルな価格で楽しめるランチは、メンチカツとハムカツ、
チキンカツとウインナー、山菜そば、ポークステーキなどが提供されている。夜は
居酒屋として、一品料理から酒の肴、そば、うどん、ラーメンから丼もの、締めの
お茶漬け、おにぎりまで多彩なメニューが楽しめ、また残業時の夜食として心
強いアイテムが揃う。

甲府北口の駅近くにある食事処。昼
は選べるワンコインの日替わりラン
チ定食が人気

北口1丁目1-4

プラハ

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

駅北口から武田通りを上がり、武田交差点を西へ山の手通りを進むと壁沿いにカラフル
なメニューが目に飛び込んでくる。一見入りにくそうにも思えてしまうが、中には優しい奥
様とマスターが今日も微笑んでくれる。オープン11：00～22：30までと、営業時間も長
くありがたい

昭和47年に創業したレトロ感たっぷり
な店は、その姿を変えずに約半世紀を迎えようとしている。入口と店内には所
狭しとたくさんのメニューが貼られ、食欲をそそる。数多くの洋食キッチンのメ
ニューはカニクリームコロッケや煮込みハンバーグ、チキン系の人気が高い。柔
らかでサクサクなチキンカツ、ふっくらと仕上げられたチキンの照り焼きは、昭
和の終わり頃から始まり36年目を迎えるロングセラー。店内の本棚に置かれ
た大量の漫画コミック本と共に、たくさんの学生さん達に愛されてきた。

昭和の雰囲気満点な喫茶店。ボ
リュームたっぷりなメニューが多数
並ぶ学生・若者応援の店

朝日4丁目6-16

ひなた食堂

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

ランチも人気で、夜同様に選
び抜かれた鮮魚に丁寧な手
仕事が施された海鮮丼などを
いただける。

城東通りから錦通りに入り、少々進む
と見えてくるガラス張りの洒落たお店。
板に鯛は、海の幸を丁寧な手仕事、上
品な盛り付けで提供してくれる。明るく綺麗で雰囲気の良いお店で、肩肘張ら
ず、かといって大衆的過ぎないバランスが、心地よい。ここでの食事は、様々な
日々の大切なシーンをよりよい時間にしてくれるに違いない。日本酒の種類も
豊富なので、日本酒と鮮魚を居心地のよい空間でいただきたいという人にも
おすすめ。

一見するとどう読んだらよいのか戸
惑う独特の文字で彫られた看板。錦
通りの古名屋側にある海鮮が美味し
い日本料理店は平成28年にオープン
した

中央1丁目7-17

板に鯛
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E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

ライブ感のあるカウンター席。
同じ甲州夢小路内には2号店のmeli 
melo di Piatto(メリメロ ディ ピアット)
がある。こちらはカジュアルなバルスタ
イルとなっており、気分や人数などに合
わせて使い分けるのもいいかもしれな
い。

ロゴマークの文字が野菜で彩られてい
るように、野菜の美味しさを味わえるメ
リメロは甲州夢小路の2階にある。地
産地消をキーワードとして、小淵沢のオーガニック野菜を中心に県産の旬野菜
やお肉、甲州ワインとのペアリングなどが楽しめるお店。
店内はカウンター席とテーブル席があり、一人でも気軽に訪れることができる
のも嬉しい。素材の味を活かしたメニューは彩り豊かで目にも美味しい。

メリメロは、フランス語で「ごちゃ
まぜ」のこと。ルールに縛られず、
その時々の旬に応じた料理を提供
し、山梨の食材を愛する地産地消の
イタリア料理店

丸の内1丁目1-25 甲州夢小路2F

山梨レストラン meli-melo
(メリメロ)

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

全国のワイン蔵や山梨のワイン蔵と繋
がりがあり、蔵からのワインが続々入荷
するそう。飲食店で提供しているのはこ
こだけではないかと思われるような、珍
しいワインにもお目にかかれる。

地元の食材・ワインを、美味しく気軽に
楽しんで欲しい。という店主の心意気
が伝わってくるアットホームなイタリアンレストラン・バー。今では甲府の飲食店
でもよく見かけるようになった山梨県産ワインをいち早く大切に提供してきた
お店でありながら、ワイン初心者にも優しいお店。
イタリアンが中心だが、お漬物が出てきたりジャンルにこだわらないメニュー構
成も楽しい。どこか懐かしい味わいのスパゲッティも人気で、ランチでの提供も
ある。また、飲み放題付きの宴会プランでの会食なども人気。美味しい山梨県
産ワインと食事を気負わずいただけるお店である。

甲府駅からすぐ、南西方向に位置す
るイタリアンレストラン・バー。昭
和55年創業で山梨県産ワインを数多
く取り揃える老舗

丸の内2丁目-4-21大塚ビル2階

イッセイ

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

ランチ営業も行っており、1000円以下で美
味しくボリュームもあるランチ定食が食べれ
るとあって、大学生や近隣の主婦、サラリー
マンと様々な人に人気。

Fixは平成22年にオープンし創業10
周年を迎えるお店。山梨大学と住宅
街が近いエリアにあるためか、落ち着
いた雰囲気ながら大学生から家族連
れ、おひとり様など様々な人を受け入れる懐の深いお店。1階にはカウンター席
とテーブル席、2階は座敷席となっており、気軽な立ち寄りからゆっくり腰を据
えて話すシーンまで様 に々利用できるのもうれしいところ。
おしゃれで満足度の高いイタリアンをベースとした創作料理は「何を食べても
美味しい」と信頼を置く人も少なくない。一番人気は、日替わりパスタだそう。

武田通り沿いにある、ちょっとした
おつまみからちゃんとした食事ま
で、おひとり様から家族連れや友人
達との宴会まで、様々なシーンに対
応してくれる落ち着いた空間のダイ
ニングバー

武田3丁目2-26

Fix

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

山梨県産のワインや地酒の品揃えは、さ
すが酒屋さんという圧巻の品揃えを誇る。
地元らしいおもてなしがあるお店なので、
山梨を訪れる出張ビジネスマン向けの接
待に困った際などにもぜひ思い出してほし
い。

甲府駅南口から徒歩3分ほどの、ちょう
ちん横丁にある「十四番目の月」。店名は荒井由実(松任谷由実)の名曲が由
来。甲府の酒屋さん「依田酒店」のアンテナショップとして平成17年5月14日
にオープンした。
依田酒店の店長である依田順子さんが女将として、毎日カウンターで山梨のワ
インや日本酒を提供している。「山梨の食材」にもこだわる地産地消の創作料
理は、県内外を問わず訪れる常連さんを広くもてなす。

山梨の食材を大切にした、和食と洋
食との創作料理の店。山梨のワイン
と地酒が楽しめる

丸の内2丁目2-6

十四番目の月
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YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

長く愛される老舗はセットメニューも充実
し、フルーツやデザートもついてくる。食
後のコーヒーにもファンが多い。カレーラ
イスに使用されている米は、地元の名品で
ある武川米というこだわりが嬉しい。

長いカウンターが印象に残る店内で提
供されるカレーは、丁寧にじっくりと煮込まれていて、独特のスパイシーさを醸し
出す欧風カレー(日本風)というオリジナル度の高い品。辛さもお好みで2倍・3
倍・4倍～とバリエーション豊富に楽しめる。メニューのネーミングも楽しげにヤ
ングカレー、アダルトカレー、ギャルカレー、オシャレカレーと興味をそそるアイテ
ムが揃う。自家製のピクルスやサラダのドレッシングも美味しい。

武田通り沿いに位置する老舗カレー
専門店。昭和50年にオープンして約
半世紀を迎える

武田3丁目2-18

ナイル

YT

江戸 明治 大正 昭和 平成

昼のディナー、午後のスイーツタイム、夜
のディナーとオールマイティな安心感。季
節ごとに変わるパフェや白玉ぜんざいなど
の人気スイーツが大人気。食事のイチオシ
は国産牛100%のハンバーグステーキ。

地域に愛されて約40年。今でこそ「昔
ながらの洋食屋さん」というイメージが似合う雰囲気だが、実は「ファミリーレス
トラン」という名前はここから始まった。昭和55年の開業当時にオーナーシェフ
が名付けたキャッチコピーは瞬く間に全国に広がった。大手ファミレスが台頭し
てからは率先して名乗らなくなったが、それは地域に密着して美味しいものを
提供するというポリシーからだそう。また「サラダバー」を展開したのも甲府で
一番最初。まさに「元祖ファミリーレストラン」は今日も変わらぬ味を届けてい
る。

青沼通り沿いにある昔懐かしい洋
食レストラン。レディスランチ&ス
イーツが人気のお店

朝気2丁目4-15

サウサリート

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

リノベーションにより新旧入り混じった風情のあ
る外観もワクワクさせてくれる。持ち帰りにも対応
してくれるので、自宅にテイクアウトして博多気分
を味わってみるのもいいかもしれない。

店内に入るとすぐ目につく、長いガラス
ショーケースにぎっしりと積み上げられた鳥に限らない様々なやきとり、ぷりぷ
りとしいたモツにニラがこんもりと乗っているもつ鍋。甲府で博多らしさを楽し
める予約必須の人気店である。
土佐備長炭１本ずつ丁寧に焼かれたやきとりの美味しさは元より、清潔感と活
気、接客のセンスも相まって、居心地の良さが格別なことが人気の秘訣ではな
いだろうか。カウンターに作られた溝には氷水に浮かぶ瓶ドリンクが並び、非
日常感も味わえる。

青沼通りと遊亀通りの交差点近くに
ある博多焼鳥やもつ鍋などが味わえ
る繁盛店

太田町3-11

博多やきとり もつ鍋
鳥座

(とりくら)

E I

江戸 明治 大正 昭和 平成

素材の味を大切にするポコ・セリ
オ。赤ちゃんのための離乳食も作っ
ている。塩・砂糖を使わず麹を用い
るなど赤ちゃんの腸内環境を本気
で考えていて実に美味しそう。

カジュアルな雰囲気ながら、こだわりの
ワインと上質な食材で味わい深いイタ
リアンが食べられるポコ・セリオ。ランチ
・ディナーでその味を楽しむことができる。その味わいと親しみやすさに常連客
も多い。
さらに、婚活支援に並々ならぬ力を入れている。『ポ婚』という婚活イベントを
月7、8回開催する他、多種多彩な企画を貢川こんかつ青年部、部長として展
開し年間1000人以上の出会いをサポートしている。都内で修行したのち甲府
で店を開いた店主宇田さんの山梨県を活性化したいという思いは熱い。

平成19年創業の貢川にある隠れ家的
一軒家イタリアン。ウィットに富ん
だ店名は、店主が「堅苦しくなく良
い塩梅で」という意味を込めてつけ
たそう

貢川本町12‐20

Poco SeRio
(ポコ・セリオ)
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シンボル・画像 出典：印傳屋®　

甲府本店2階には印傳博物館も併設、その手仕事の歴史を今に伝える。また、印伝の伝
統文化を守り伝えるだけでなく、常に新しい感覚の模様、意匠の開発にも取り組んでお
り近年では女子美術大学やグッチとのコラボレーションなども行なっていた。

印伝は、鹿革と漆を用いた技法で作ら
れ甲州で四百年受け継がれる。印伝の語源は印度伝来を略したとも伝えられ
ている。鹿革に模様をつける革工芸は、奈良時代につくられた文庫箱(東大寺
蔵・国宝)などにもみられ、戦国時代には武将たちの鎧や冑などをきらびやか
に飾った。江戸時代になると遠祖・上原勇七が鹿革に漆で模様をつける独自
の技法を創案。ここに甲州印伝が始まったといわれている。
燻・更紗とともに甲州印伝の技法は家伝の秘法として代々の家長「勇七」にの
み口伝され現代においても生活を彩る実用美として息づく。

創業は天正10年(西暦1582年)。山梨
の伝統工芸、印伝を今に伝える老舗
である

中央3丁目11-15

印傳屋上原勇七
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ずらっとボトルが並ぶバック
バーは圧巻。
店の奥にあるボトルキープ専
用の渋～い木箱の棚は、運良
く空きができない限りそこに
ボトルを預けられず、常連客に
とっても憧れの的になってい
る。

春日ビル一番街を入り「地下バー街」
の示すように地下へと進み、一見、入ってはいけない場所かと思ってしまう様
な暗い地下通路を奥へと進む。するとその突き当たりにある味わい深い扉が
ある。勇気を出して扉の先に進むと、中はまさしく隠れ家という言葉が似合う、
オーセンティックな老舗のショットバーが広がっている。
創業45年、大阪万博の年。かつては賑わっていた地下バー街も、今は馬酔木1
店だけしか営業していないがこんな環境になっても足を運ぶ人は途絶えない。
マスターの人柄とその味・空間に、県外から訪れるファンもいるほどである。
このディープな空間で本物のバーテンダーの作るカクテルを楽しむようになれ
ば、甲府の夜を楽しむ粋な大人の仲間入りといったところだろうか。

甲府中心街のバー地下街から甲府の
街を見守ってきた、知る人ぞ知る
オーセンティックな老舗のバー

中央1丁目15-9 B1F

馬酔木
(あしび)
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バーカウンター奥のJAZZ&BLUESのレコード・CDは、その数に圧倒されて思わず
見入ってしまう。ゆったりとしたバーカウンターでレコードジャケットを眺めているだ
けでも心地よい時間が過ごせる。リクエストはもちろん、レコード・CDの持ち込みも
気軽に応えてくれる。

オーナーであるマスターは、昭和43年
に富士吉田市で喫茶店を営んでいた。その後2件目の喫茶店は甲府で開業さ
れた。アローンの創業は昭和47年と、まもなく半世紀を迎える。プロのミュージ
シャンから県内のアマチュアまで、幅広く様々なアーティストがライブステージに
立つ。BARではウイスキー・バーボンをはじめテキーラ・ワイン・各種カクテルと
充実のラインナップ。手作りピザ・パスタ・おつまみと食事メニューも色々楽しめ
る。

旧甲州街道沿いの中心街にある老舗
ジャズバー。本格的なジャズのライ
ブを提供している

中央4丁目3-25

JAZZ IN ALONE
(ジャズ・イン・アローン) 
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お店のシンボルマークは、奥様の妹さんが
デザイン。コンセプトは新鮮な野菜が跳ね
るイメージを描いたもの。
店内には雑貨の販売スペースも設けられて
いる。

創業は平成29年。以前のオーナーが
経営していたcafeTREEの店名を継承し、カフェ・レストランへと進化させた。
世界の有名ホテルで腕を振るってきたオーナーシェフが、山梨県産の野菜や食
材にこだわって提供する料理に、ファンが後を絶たない人気店。中でもパスタ
は毎週メニューが変わり、提供されるのはその一週間限りで、オープン以来同
じメニューは出したことがないのだとか。何度行っても新しいメニューに出会え
るのも人気の理由だろう。
店の入口には居心地の良いテラス席が設けられ、オープンエアーな環境で食
事を楽しめる。日曜日と第1月曜日の、朝食も人気のメニュー。

ロンドン出身のオーナーシェフ、
Anthony(アントニー)によるヨーロッ
パ＆地中海料理

貢川本町12-3

TREE-Anthony's kitchen
(ツリー アントニーズキッチン)


